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Ⅰ．はじめに
歌唱表現の領域には、ドイツ歌曲やオペラな
どに代表されるような古典的な様式のものか
ら、民謡、シャンソンまで多岐に渡り、それら
のいずれにも様式美があり、表現の方法や音
楽構成に関して研究対象とされてきた。今回
は、その中でも文化として根付き、長い歴史を
経てもなお芸術作品として歌い継がれ、研究
され続けている歌曲の分野のドイツ歌曲に焦
点を当て、ローベルト・シューマン（Robert 
Schumann 1810-1856）（以下、シューマン）の
歌曲作品について研究する。シューマンは、器
楽の分野もさることながら歌曲の分野において
功績を残した作曲家として知られており数々の
連作歌曲、歌曲集、合唱曲を作曲している。ま
た、歌曲の王と称されるフランツ・ペーター・
シューベル（Franz Peter Schubert 1797-1828）
の継承者としてロマン派を代表する作曲家の一
人として歴史に名を刻んでおり、歌曲の歴史の
中でも非常に重要な作曲家であることは特筆
すべきことである。情感豊かなシューマンの歌
曲作品は、妻となるクララ・ヴィーク（Clara  
Josephine Wieck Schumann 1819-1896）（以下、
クララ）と結婚をした年である 1840 年「歌の年」
に 124 曲注 1）の歌曲を作曲し『リーダークライ
ス op.39』『ミルテの花 op.25』『詩人の恋 op.48』
『女の愛と生涯』などの代表作が作曲されてい
る。
今回は、数多くの歌曲作品の中でも、抒情詩
人であるヨーゼフ・フォン・アイヒェンドル
フ（Josef Freiherr von Eichendorff 1788-1857）
（以下、アイヒェンドルフ）が作詩し、彼の詩
にシューマンが作曲した『リーダークライス
op.39』を取り上げ、研究対象としたい。この
『リーダークライス op.39』は、後期ロマン主義
の詩人であるアイヒェンドルフの詩にシューマ
ンが作曲した全 12 曲から成る歌曲集であり今
なお歌い継がれる名歌曲集の一つである。これ
までのドイツ歌曲に関する先行研究では、板橋 1）
が行ったテノール歌手のフリッツ・ヴンダリッ
ヒの録音 CD による演奏分析の研究、門脇 2）
が行った R. シューマン作曲の歌曲のリーダー
クライス作品 39 における象徴的表現に関する
研究、眞田 3）が行った R. シューマンの歌曲に
於ける発想記号の特徴についての研究、益田 4）
が行ったドイツ歌曲における発音の実際につい
ての研究などが行われていた。いずれの研究も
ドイツ歌曲についての研究であり、演奏分析、
音楽理論、演奏解釈などの多角的な視点からア
プローチされていた。今回は、それらの先行研
究を基盤としつつ世界的テノール歌手である
ペーター・シュライアー（Peter Schreier 以下、
シュライアー）の演奏を手掛かりに、この曲集
の演奏の在り方について明らかにすることを目
的とし、筆者自身の今後の演奏に生かしたい。
本来ならばシュライアー本人の表情や息づかい
まで見たり感じたりできる生演奏のビデオ録画
を分析できれば最適であったが、入手が困難で
あったため、その環境により近い CD の音源を
聴取し、演奏分析を行うこととした。CD 音源
を使うことのメリットは、生演奏は空間芸術で
あり記憶からすぐに消えてしまうが、録音音源
は何度でも世界水準の演奏を再生し聴き取るこ
とができることである。今回は、録音音源を何
度も聴き取り活字に起こすことで自身の思考を
整理し、演奏の方向性を明確に持てるようにな
る効果があるため、先行研究でも実践されてい
る演奏を聴き取り活字にするという方法をとっ
た。
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Ⅱ．研究方法
ORFEO: 2002 C658051B. ‘Robert Schuma-nn 
Liederkreis op.24 ＆ op.39 Dichterliebe op.48’ 5）
2002 年 2 月 10 日にドレスデンで収録された
CD に収録されている歌曲集『リーダークライ
ス op.39』全 12 曲を視聴し G Henle Verlag 編
集の楽譜 6）と照らし合わせ、第 1 曲から 12 曲
までの全曲をピアノ伴奏と歌唱部の関わり、詩
と歌唱部の関連性、フレージング、ドイツ語の
発声、アクセント、母音と子音についてなど、
多角的な視点からシュアライアーがどのような
音楽的アプローチや歌唱法でこの作品を演奏し
ているかについて演奏分析を行う。音源 CD を
視聴する際は、曲全体、曲の前半と後半、10
小節程度のフレーズのまとまり、１小節から５
小節の細かなまとまりなど、音楽の調性が変化
する箇所や、歌唱表現に特徴が見られたまとま
りで区切り、微細なニュアンスが聴取できない
場合は、繰り返しリピートして聴き取った。最
終的にシュライアーがこの曲集をどのように演
奏しているのかを導き出す。音楽、詩、歌唱表
現のそれぞれを関連付けながら分析する中で特
徴ある音楽的フレーズや、詩と音楽に密接な関
係があると思われる箇所など特に重要な箇所に
ついては、楽譜を抜粋し譜例として掲載する方
法をとった。
Ⅲ．『リーダークライス op.39』の概
要について
『リーダークライス op.39』は、シューマンが
1840 年「歌の年」にアイヒェンドルフの詩に
作曲した、全 12 曲からなる歌曲集である。こ
の歌曲集は、同年に作曲されたシューマンの歌
曲作品の中でも傑作とされる連作歌曲集『詩人
の恋 op.48』と比較すると詩の選定の仕方が異
なり、アイヒェンドルフの詩の中からシューマ
ンが選定したものに作曲し、歌曲集として発表
するという様式がとられている。新編世界大音
楽全集 7）によると「詩の扱っている題材も故
郷と異郷、春、森、月、鳥、狩など、これまた
典型的にロマンティックなものである。」と記
されており、神秘性や宗教的な題材を取り上げ
た作品に比べ、より親しみのある作品であるこ
とが詩の内容からして特徴であると言えよう。
また、渡辺 8）は、「−中略−『アイヒェンド
ルフのリーダー・クライス』などにはロマン派
盛期の巧緻な美徳に貫かれた名作が多い。」と
述べており、1840 年「歌の年」は歌曲の歴史
の中でもロマン的な芸術性が極めて円熟してい
る時期にあたると言える。そのロマン的な芸術
性が円熟した時期に作曲された歌曲集『リー
ダークライス op.39』は、全 12 曲で構成されて
おり、ピアニストを志していたシューマンが作
曲したことで伴奏部が一つのピアノ作品のよう
な完成度であることが他の作曲家の作品と比べ
て特徴と言え、歌唱部と伴奏部の密接な関係が
作品の質を決定付けるドイツ歌曲作品の中では
『詩人の恋 op.48』などと同様に芸術性が高い
作品に位置づけられると言える。また、『リー
ダークライス op.39』の中でも第１曲 In der 
Fremde（異郷にて）、第２曲 Intermezzo（間
奏曲）、第５曲 Mondnacht（月の夜）、第９曲
Wehmut（憂愁）などはコンサートでも演奏さ
れており芸術性の高い作品は、現代まで歌い継
がれている。
このチクルスの始まりは、In der Fremde（異
郷にて）であり、異郷を漂う者の故郷への想
いが大らかな旋律の中で淡々と哀愁を漂わせ
ながら演奏される。第２曲 Intermezzo（間奏
曲）は、特徴的なシンコペーションのリズムが
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表れ、旋律も美しく恋する人への想いが歌われ
る。第３曲 Waldesgespräch（森の対話）は、
登場人物が男と女（魔女）の２人が登場し、楽
譜もそれぞれに応じた旋律や音型となってお
り、歌唱法もそれぞれの役を演じ声色（響き）
を変化させながら変幻自在な歌唱表現が行われ
ている。第４曲 Die Stille（静寂）は、コミカ
ルなリズムと後半のワルツの大きく分けて２つ
の音楽で構成され、楽しげな音楽の裏にひそむ
人知れず秘めた恋心を表現しているのが特徴的
である。第５曲 Mondnacht（月の夜）は、ア
イヒェンドルフの詩の世界とシューマンとの音
楽性が融合した名作であり、歌唱も終始ピアノ
の音楽の中で自然を題材とした壮大な詩を表現
しており、高音部までソットボーチェの技術を
用いて歌唱する必要があるため、パッセージの
速い曲とは対極にある難度の高い曲である。第
６曲 Schöne Fremde（美しい異郷）は、小刻
みに動く音楽や高めの歌唱部の音域から、高揚
する精神世界を音楽と歌唱部で描写している。
第７曲 Auf einer Burg（城の上にて）は、起
伏が少なく淡々と繰り返される旋律を朗誦する
ように歌われ、古風な雰囲気が漂う曲である。
第８曲 In der Fremde（異郷にて）は、同型反
復の旋律の繰り返しが表れており、シューマン
らしい繊細な転調を用いて感情の変化を音楽と
声の音色によって表現される曲である。第９曲
Wehmut（憂愁）は、穏やかで民謡風な旋律で
あり、ロマン派の円熟期に位置する時代に作曲
されたシューマンの作品の中ではめずらしい曲
調で非常に甘美な曲である。第 10 曲 Zweilicht
（たそがれ）は、夕暮れ時を表現した不安定な
調性の前奏が表れ、終始ゆるやかな音楽が奏で
られ、レチタティーヴォが最後に出てくる大
きな特徴がある。第 11 曲 Im Walde（森にて）
は、前半と後半で大きく音楽が変化し、舞曲風
のリズムと緩急交えた速度変化とそれに伴った
歌唱表現のコントラストが特徴的な曲である。
第 12 曲は、このチクルスの最後を飾る歌唱部、
伴奏部伴に非常にスケールが大きく、決然とし
た意思を持って輝かしい声の響きとダイナミッ
クで繊細な伴奏部の音楽との融合が必要とされ
る曲である。
「リーダークライス op.39」全 12 曲は、いず
れの曲もそれぞれが特徴的であり、歌えば歌
うほど、聞けば聞くほど味わい深く研究に終
わりを感じない素晴らしい歌曲集なのである。
シューマンが 1840 年「歌の年」に作曲した円
熟した芸術作品『リーダークライス op.39』を、
世界的テノール歌手であるシュライアーが CD
音源に残しており、ドイツ歌曲の演奏に高評価
を得ているシュライアーの演奏を通してシュー
マンの音楽、歌唱法の在り方、音楽的解釈、詩
の解釈などの点について深化させた研究を行う
こととする。転調を通して多彩に音楽的色彩が
変化するシューマンの音楽の特徴やピアノ伴奏
部の前奏、後奏、詩と歌唱部との関連性及びシュ
ライアーの歌唱表現法ついて注力した楽曲の分
析や演奏の分析の詳細については、以下を参照
されたい。
Ⅳ．『リーダークライス op.39』全
12 曲のペーター・シュライアーの
演奏分析および考察
１．In der Fremde（異郷にて）op.39 No.1
第 1 曲は、fis moll、Nicht schnell、４分の
４拍子であり、異郷を漂う者が哀愁漂う旋律と
伴に故郷への想いと生きることの無常さを歌っ
ている。音楽的に大きな起伏は見受けられない
が、それ故に歌唱の際「なめらかさ」が求めら
れる。ピアノ伴奏は、分散した音型を形成し、
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Nicht schnell（速くなく）のテンポで淡々と演
奏され、13 小節の「auch」を音楽の頂点に置き、
徐々にデクレッシェンドしながら終曲する。
表１は、第１曲目において音楽的な頂点とな
る箇所の楽譜の抜粋である。
淡々と流れる川の流れのように分散和音で
形成された短い前奏が入り、1-5 小節は、この
チクルスの最初の詩行 Aus der Heimat hinter 
den Blitzen rot da kommen die Wolken her.
（稲妻が赤く光る向こうの故郷から、雲がこち
らへやってくる）の詩行が歌唱される。歌唱
部は、ピアノで歌い出し、Heimat の「Hei-」、
hinter の「hin-」、Blitzen の「Bli-」のそれぞれ
の箇所を強調し、Blitzen の「n」を鼻腔に響か
せ響きを上で保ち、rot の「r」を巻き舌しな
がらドイツ語の響きを十分に生かした歌唱が始
まる。３小節の rot の後でブレスを取り、３小
節後半の kommen にかかる副詞の da をやや強
調し kommen にかけてストレスをかけ、４小
節の Wolken her の箇所は、装飾音符を正確に
刻み、やや長めの音価でたっぷりと歌いディミ
ヌエンドして収めて歌われる。5-9 小節は、1-5
小節に表れた音型とほぼ同一のものが繰り返さ
れるが、５小節に記譜されているピアニッシモ
をしっかり意識した演奏がなされる。５小節冒
頭の Aber Vater- の歌い出しから全体的に声量
を落としており、1-5 小節と 5-9 小節では記譜
通りの音楽表現が行われていることが聴取でき
る。5-9 小節は、Aber Vater und Mutter sind 
lange tot, es kennt mich dort keiner mehr. の
詩行があり、tot（死ぬ）の「t」の子音を強調
しつつピアノで表現されるが、この詩行の中
でも重要な言葉であるため強調して歌われて
いる。続く es の「s」kennt の「k」、「t」、dort
の「t」、keiner の「k」などの子音は息を流し
ながら音が途切れないように発音され、音楽全
体は淡々とピアノ伴奏部の音楽に合わせて演奏
される。9-11 小節に表れる、Wie bald, ach wie 
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bald kommt die stille Zeit, の詩行では、Wie か
ら Zeit までを１つのフレーズで歌い、それぞ
れのドイツ語の子音である「W」、「b」、は横隔
膜を支え明確に発音し、stille, の「i」の母音は
息の流れを保ちながら響きを保ちつつ、Zeit の
「ei」の母音までを音楽的に繋げて歌唱される。
11 小節後半から 15 小節冒頭はこの曲中音楽の
頂点が表れ da ruhe ich auch, da ruhe ich auch,
の 2 度同一の言葉が反復されるフレーズでは、
初めの da ruhe ich auch の部分は、auch の付
点二分音符「E」の音を頂点に「au」の二重母
音を特に輝かしく響かせて歌唱されている。そ
の後二度目の反復箇所は、自然とディミヌエン
ドしながら収めるように歌唱される。後奏は、
ディミヌエンドを伴いながら歌唱部の反復箇所
の旋律が哀愁を漂わせるように奏でられ、低音
部譜表に表れる十六分音符の連続するパッセー
ジ全体にスラーをかけながら終曲する。
２．Intermezzo（間奏曲）op.39 No.2
第 2 曲は、A dur、Langzam、４分の２拍子
であり、シンコペーションを用いた伴奏部は、
甘美な旋律が奏でられ、恋する者への想いを自
身と対話するかのような詩が歌唱部に表れてい
る。短い小節間に幾度か転調が見られ、恋する
心の動揺が楽譜の音型として表れていると言
える。10 小節から 16 小節まで続く nach und 
nach schneller und schneller（少しずつ速く）
の箇所は、この曲中最も音楽的な変化があり、
続く 17 小節に表れるリタルダンドを生かしな
がら音楽的に繋げて歌唱する技術が求められ
る。
表 2 は、曲全体を特徴付けているリズムパ
ターンであるシンコペーションのリズムの音型
の楽譜である。
前奏は、ゆるやかなテンポでこの曲を特徴付
けているシンコペーションのリズムがそっと
奏でられる。1-3 小節の歌唱部は、Dein Bildnis 
wunderselig までを一つのフレーズと捉えて演
奏している。歌唱部冒頭の Dein の「-ein-」は
響きを高く保ち Bildnis の「Bi-」wunderselig
の「wun-」、「se-」に言葉のアクセントを置
き、特にそれぞれの母音を響かせ音楽の流れ
を停滞させないように絶妙な息のコントロー
ル で 歌 唱 さ れ る。4-7 小 節 は、hab’ の「ha-」
Herzesgrund の「Her-」、「-gru」のアクセント
を明確に出し、特に母音は明るく響かせている。
６小節の frisch und の「Fis-Fis」の完全八度音
程が跳躍する箇所は、音の跳躍を感じさせない
テクニックを用いて演奏され、続く fröhlich「幸
表２
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福」の言葉にクレッシェンドをかけて詩の意味
的に重要であるため、強調して歌唱される特徴
がある。8-9 小節の mich an zu heder stund’ で
は、「je-」を強調し、全体的にパルランド唱法
でしゃべるように演奏している。この事例は、
ディートリヒ・フィッシャー＝ディースカウ
（Dietrich-Fischer-Dieskau 1925-2012） が 演 奏
した連作歌曲集『Dicht-Dichterliebe op.48』（詩
人の恋 op.48）の録音音源 9）でも同様の唱法が
散見されており、この作品との共通点が見られ
る。続く 9-17 小節は nach und nach schneller 
und schneller の速度指示通り、テンポが速く
なり、なおかつ転調を伴いながら音楽の色彩
が変化する箇所である。歌唱部は、9 小節後
半から Mein Herz still in sich singet ein altes 
schönes Lied, das in die Luft sich schwiget 
und zu dir eilig zieht. の詩行が歌われ、Mein 
Herz still in sich singet までを一つのフレー
ズで歌い、八分休符と十六分休符を挟んで ein 
altes schönes Lied の「schönes」 に か か る ト
リルを丁寧に入れ、Lied の「i」にクレッシェ
ンドをかけている。das in die Luft sich sch-
winget では、それぞれの単語一つ一つにアク
セントをつけるように強調して演奏し、und zu 
dir eilig zieht の「ei-」の二重母音箇所を強調
してすぐさま「zieht」で絶妙にリタルダンド
をかけて歌い収めている。17 小節から A dur
に戻り、曲の冒頭部に表れた旋律と詩行が歌わ
れ、22-23 小節の so frisch und frölich（とても
生き生きして嬉しそう）の言葉を「Fis」の音
程が連続する箇所では、横隔膜を支え、息をコ
ントロールしながら詩の意味が伝わるように速
く息を送り、勢いのある発音でもって歌唱され
る。24-25 小節の jeder, jeder stund の部分は前
者の「je-」にアクセントをつけ、後者はリタル
ダンドしながら甘く包み込むように歌われ、歌
唱部が終わる。後奏は、ロマン派らしいロマン
チィックな旋律が奏でられ、四分音符と二分音
符の音価の長い音符で落ち着いて終曲する。
３．Waldesgespräch（森の対話）op.39 
No.3
第 3 曲は、E dur、Ziemlich rash、４分の３
拍子であり、夜遅くに森の中で男が女に会い、
出会った女の正体が美しい魔女であるローレラ
イであることがわかってしまい恐怖するという
物語である。門馬 10）（2012）は「−中略−男は
ドイツの森林にひびく独特な角笛ふうの音型の
伴奏をおき、魔女は誘惑するような柔い分散和
音の伴奏をもっている」と記しており、男女の
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
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対話となっているドイツ語の詩の内容を男の
音型や魔女の音型に分けられていると言える。
Ziemlich rasch（かなり速い）の速度表示が記
されており、男と魔女の対話が音楽と伴に通作
形式的に構成され 2 つの異なる音楽が代わる代
わる展開していく特徴が見られる。シュライ
アーは、役に応じて声色を変化させ、それぞれ
の詩行の内容や音楽に沿った歌唱の表現がなさ
れている。
表 3 は男の音型の譜面である。
表 4）魔女（ローレライ）の音型の譜面である。
角笛を表現した前奏が入り、5-15 小節は「男
の語り」が歌われる。5-8 小節の Es ist schon 
spät, es ist schon kalt では、「spä-」、「ka-」の
それぞれ四分音符の箇所に言葉のアクセント
を置き、続く was reit’st du einsam durch den 
Wald? のフレーズは徐々にクレッシェンドをか
けながら「Wald」を頂点に見据えて Wald の
「W」の子音と「a」母音を横隔膜で支え息に
圧力をかけて強く発音している。Der Wald ist 
lang, du bist allein, の部分は、単語一語一語が
明確に聞こえるよう意識して三連符のリズムを
明確に刻みながら歌唱されている。Du schöne 
Braut, ich führ’dich heim! のフレーズは、du か
らフォルテで歌い、「schö-」、「Braut」のウム
ラウト部分や「r」の巻き舌、語尾の「t」の子
音を息の支えを保ち強調している特長が見られ
る。Dich heim から転調し、「魔女の語り」に
以降する箇所は、ピアノで詩と音楽の変わり目
を繊細に表現している。また、楽譜には９小
節から 12 小節までクレッシェンドが継続的に
かけられており、歌唱部もまた楽語の意味に
沿った演奏が忠実に行われている。Du Schöne 
Braut, ich führ’dich heim! の詩行は、「Du」か
らフォルテで歌い、続く「Schöne」にアクセ
ントをつけて dich heim からは転調の境目と
なっているため、フレーズの歌い収めをピア
ノで演奏し、音楽の色彩に変化を持たせて歌
唱される。15-16 小節は「魔女の音型」に移行
し、17-24 小 節 の Groß ist der Männer Trug 
und List,の箇所はピアノから徐々にクレッシェ
ンドして子音と母音を滑らかに繋ぐ歌唱法が
行われ、19 小節のトリルを刻み List の「t」の
子音を特に強調して歌われる。vor Schmerz 
mein Herz gebrochen ist, の 箇 所 は、vor 
Schmerz を歌い四分休符があるが、音楽的に
休止せず mein Herz に繋げ ist に向けてクレッ
シェンドしている。25-28 小節の whol irrt das 
Waldhorn her und hin の部分は全体的にフォ
ルテで歌い、das を強調している。続く o flieh’
表４
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o flieh’du weißt nicht, wer ich bin.（さあお逃げ、
お逃げ、私が誰だかあなたは知らないのです。）
という特徴的な詩行を、母音を鼻腔で共鳴させ
て明るく響かせる歌唱法ではなく、あえてセリ
フじみたパルランド唱法で魔女の雰囲気を醸し
出している。33 小節から再び「男の語り」が
表れ、44 小節まで続く。38-40 小節にある der 
junge Leib の箇所はリタルダンドをかけて音楽
の速度を緩め、続くクライマックス箇所である、
jetzt kenn’ ich dich, Gott steh’ mir bei du bist 
die Hexe Loreley!（今、私はあなたが何者だか
わかったぞ、恐ろしいことに、あなたは魔女ロー
レライだ）の箇所は、フォルテでかつ、インテ
ンポとクレッシェンドを伴い、言葉をしゃべる
ように明確に発音して、歌唱される。Jetzt か
ら steh’mir bei にかけて八分音符、四分音符、
付点八分音符、十六分音符、付点四分音符など
のリズムをフォルテでたたみかけるようにリズ
ムを刻んで歌い、du bist die Hexe Loreley! は
リタルダンドを伴いながら Hexe Loreley（魔
女ローレライ）という物語の核心に迫る箇所
は、ゆるやかに三連符を刻みメゾフォルテ程度
の声量で歌唱されている。森で出会った美しい
女性が魔女ローレライであったことを知ってし
まい、唖然としている様子が声の抑揚と伴奏の
音楽から伝わってくる。45-64 小節は、本性を
表した魔女の語りであり、46 小節から始まる
歌唱部はピアノから始め、フレーズ全体を甘く
柔らかい音色で歌い、魔女の雰囲気を醸し出し
ながら上行する音型に伴いクレッシェンドを
かけている。54 小節後半から es ist schon spät
にかけて「E-Gis-Gis-Fisis」と曲中最高音が出
てきているが、横隔膜を使い共鳴腔に響かせ統
一された響きを保ち歌唱される。59-64 小節は、
伴奏部と歌唱部が同一のリズムで動く特徴を持
ち、nimmermehr（決してない）の「nim-」の
箇所にアクセントを 3 回つけて強調しながら
「i」の母音にビブラートをかけて歌唱されてい
る。nimmermehr（決してない）という言葉を
繰り返す際、伴奏部の音楽とともに変化をもた
せて演奏する特徴がある。
４．Die Stille（静寂）op.39 No.4
第４曲は、G dur、Nicht schnell, immer sehr 
leise、８分の６拍子であり、前奏はなく、特徴
的なコミカルなリズムを刻み音楽が進行し、17
小節後半から 25 小節後半にかけてワルツのリ
ズムに変化し、海を悠然と渡る鳥を表現するか
のようなフレーズが表れる。門馬に 11）（2012）
によると「シューマンは、アイヒェンドルフの
詩の第３節を省略し、その代わりに第１節を最
後に反復させている」と記しており、原詩から
第３節が省かれているという特徴がある。Ich 
wünscht ich wär’ ein Vöglein und zöge über 
das Meer,（もし私がとりならば海を飛んで行
きたい）の箇所は、曲の冒頭から出てきたスッ
タッカートのついたコミカルなリズムとは異な
り、人知れず内に秘めた恋心を音楽で表現して
いると言える。
表５はコミカルなリズムパターンの譜面であ
る。
表６はワルツのリズムパターンの譜面であ
る。
アウフタクトのリズムで始まり、伴奏部にス
タッカートがついているため、歌唱部も同様
にスタッカート気味に歌唱される。Wie mir so 
wohl ist, so wohl! の箇所は、クレッシェンドと
デクレッシェンドを 1 小節の間でかけ、wohl 
ist, so wohl! をメッツァヴォーチェしながら so
の十六分音符を明確に刻みながら甘く包み込む
ように息をコントロールし鼻腔にソフトに響か
せ歌唱している。4-8 小節は６小節の Einer を
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
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音楽的な頂点とし、そこから kein Mensch es 
sonst wissen sollt’. にかけてパルランド唱法を
用いて歌唱される。８小節後半 -16 小節前半に
かけては、一フレーズごとにパルランド唱法
がみられ、伴奏部のスタッカートに影響され
てコミカルなリズムを保ちながら恋する人へ
の想いを独り言で吐露している。14-16 小節の
als meine Gedanken sind の箇所は、パルラン
ド唱法でしゃべるように歌唱しつつ、16 小節
後半から始まるワルツの躍動するリズムに備
えて徐々に振り幅が広がる振り子のように一
フレーズずつクレッシェンドをかけて sind の
「i」の母音を共鳴腔に響かせて伸びやかに歌唱
している。その効果を受けて ich wünscht’, ich 
wär’ ein Vöglein- からは音楽が一変しワルツの
リズムに変化しているが、ワルツ特有のリズム
表５
表６
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に合わせて詩行に表出されている願望をクレッ
シェンドとデクレッシェンドを織り交ぜながら
悠然と歌唱している。24 小節後半から再び冒
頭のリズムと詩行が表れ、伴奏部のスタッカー
トがもたらすコミカルな曲調とは裏腹な叶わ
ぬ想いを淡々と歌っている。32-34 小節の kein 
Mensch es sonst wissen sollt’.（その人以外の
誰も、そのことを知るべきではない）の歌い収
め箇所は、kein（～ない）にピアノの強弱記号
が記譜されているが、「k」の子音は明確に発
音し強調してリタルダンドしながら自然に終曲
している。
５．Mondnacht（月の夜）op.39 No.5
第５曲は、E dur、Zart, Heimlich、８分の３
拍子であり、ピアノの前奏が月明かりを表現
し、その光は空からそっと降り注ぐ優しい煌め
くような光のようである。前奏部のピアノ伴奏
は、調性を明確にしない和音で構成されてお
り、幻想的な音楽表現が行われている。Zart, 
heimlich（柔和に、ひそやかに）の指示が記さ
れており、曲調は、終始優しく甘く、ソットボー
チェで歌われ、歌唱の技術が必要な曲と言える。
詩は、天が地に口づけをするという、自然を多
くモティーフとしており、アイヒェンドルフの
詩の世界を存分に発揮したロマンティックな作
品であり、音楽もシューマンらしい繊細な音楽
で構成されていると言える。
表 7 は月明かりを表現した音型である。
美しい前奏が 6 小節まで奏でられ、ピアノ
で Es war, als hätt’ der Himmel die Erde still 
geküßt,（天がまるで地に口づけしたようだっ
た）の歌唱部がソットヴォーチェで繊細な息の
コントロールと確かな技術でそれぞれの言葉を
子音と母音を繋いで歌われ、また、月明かりを
表現した柔らかくロマンティックな旋律に絶妙
に強弱をつけて伴奏部と伴に一体となりながら
芸術的に歌唱している。hätt’ der Himmel の箇
所は、非常に緩やかなテンポで（Cis-D-Eis-Fis-
Fis-H）の高音域の音程箇所を横隔膜の支え、息
のコントロール、ドイツ語の子音の発音の仕方
や母音の鼻腔への共鳴のさせ方など、「非常に
高度な歌唱技術」が用いられている。この音型
は、この曲中何度も反復されており、（６小節、
15 小節、28 小節、36 小節、53 小節から５回）
モティーフとなっている。伴奏部は細かなパッ
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
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セージは散見されず、淡々と和音の連続や左手
の長い音価で微妙に変化する月夜の情景を表現
しており、伴奏部と歌唱部の音楽がそれぞれ
交じり合うことで一つの音楽が成立している。
10-13 小節の die Erde still geküsst, は still の箇
所で歌唱部にトリルを入れ、続く -küsst の「k」
の子音を拍の頭で入れて「ü」ウムラウトに繋
げて甘くなめらかに繋げて曲の雰囲気を壊さぬ
よう繊細な表現がなされている。Dass sie im 
Blütenschimmer の箇所は、6-9 小節目と同様
の伴奏型と歌唱部が表れ、（Cis-D-Eis-Fis-Fis-H）
の高音域をテノールの輝く響きで、単語の子
音と母音が密接に繋がり合いどの言葉も決し
て突出することなく、絶妙なコントロールで
もって統一された音色を保ちながら歌唱され
る。15-22 小節は、6-13 小節までの歌唱部とほ
ぼ同様の旋律が表れており、難度の高い高音域
をピアノでソットボーチェしながら歌われる。
23 小節から短い間奏を経て、28-43 小節までは
美しい月の夜のモティーフが回帰され、31 小
節 の Felder の Fel-（Fis）、39 小 節 の Wälder
の Wäl-（Fis）の箇所は、それぞれ前の拍から
断続的に上行音型で音楽が進み、それぞれの箇
所がフレーズの頂点となる高音部であるが、ピ
アノと言うよりもむしろピアニッシモで絹のよ
うななめらかな響きで歌い上げている。44-47
小節は Und meine Seele spannte の詩行部分の
spannte（A-Gis）に音楽のストレス置いている。
49-52 小節の Weit ihre Flügel aus は、weit か
らクレッシェンドをかけ始め、aus の「u」の
母音で強めに音楽的ストレスをかけており、伴
奏部のクレッシェンドと合わさることで音楽
に広がりが出ている。Flog durch die stillen 
Lande, als flöge sie nach Haus. の最後のフレー
ズは、Lande（Fis-H）の高音をこれまで同様
に甘く響きを保ち、かつピアノで繊細に表現し、
特に「a」の母音はこれまでの中で最も輝く響
きで天に突き抜けて行くようなテノールらしい
輝きで歌唱し、59 小節の Haus の二重母音「au」
を「E」のテノールとしては低めの音域である
が、咽頭部と鼻腔を開いて深みのある音色で歌
唱し、静かに終曲している。
６．Schöne Fremde（美しい異郷）op.39 
No.6
第６曲は、H dur、Innig, bewegt、４分の４
拍子であり、伴奏部は、16 分音符が多用され、
音楽は小刻みに動いており、精神的な高揚を表
現している。また、歌詞にあるミルテは、結婚
式で花嫁の装飾として用いられており、「結婚」
や「祝い」を連想させる祝い事に用いられる縁
起の良い花である。曲調は、16 分音符の動き
のある音楽に上下し躍動する旋律が合わさり、
歌唱部も高めの音域で歌われる。ピアノの後奏
も 32 分音符などの細かな音符が多用されてお
り、高鳴る精神世界を表現していると言えよう。
表 8 は精神の高揚を表現した後奏の譜面であ
る。
1-7 小節は、十六分音符を多用した小刻みに
動く伴奏部の躍動するリズムに合わせて歌唱が
始まる。Es rauschen die Wipfel und schauern, 
als machten zu dieser Stund’ の 詩 行 で は、
「rau-」、「Wip-」、「schau-」、「die-」 の 箇 所 に
アクセントを置き、um die halbyersunkenen 
Mauern die alten Götter die Rund’. で は パ ル
ランド唱法で子音を立てながら歌唱してい
る。特徴としては、um die halbversunkenen 
Mauern（H-H-Ais-Ais-Gis-Gis-GisFis-Fis） の
音型と die alten Götter die Rund’（Dis-Cis-Cis-
H-H-H-Ais）の音型を比較するときれいに長
３度上行しており、気持ちの高揚を声で表現
し、次に続く die alten（Dis-Cis-Cis）の部分
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で息を意図的に混ぜてフレーズを強調してい
る。7-13 小 節 の Hier hinter den Myrtenbäu 
men, inHeimlich dämmernder Pracht, の 詩 行
は、Hier からピアノで始まり、クレッシェン
ドをかけながら 1 小節の短い中で曲中最高音で
ある「Gis」の音までなめらから繋げげ、９小
節冒頭の -bäu- の「Gis」の音は特にテノール特
有のブリランテな高音の響きで歌唱している。
また、Myrtenbäumen（ミルテの木）は「幸
福」、「喜び」、「結婚」に結びつく縁起のいい言
葉であり、シューマンがこよなく愛した花でも
あることは特筆すべきことである。伴奏部には
スフォルツァンドまでつけられており、特に強
調して音楽表現すべき部分であると言える。９
小節の bäumen と 11 小節の Pracht の部分を
比較すると同じような、下行型の旋律が表れて
いるが、Pracht の部分は全音音程が下がって
いるにも関わらず音楽的なエネルギーを損なう
ことなく演奏し、「r」の巻き舌や「t」の子音
箇所は横隔膜を使い強調している。９小節およ
び 11 小節冒頭の伴奏部にはスフォルツァンド
が記譜されているため、歌唱部も伴奏部も劇
的な音楽的表現が行われている。これまでの
1-5 曲では見られないスケールの大きな音楽が
奏でられていると言える。13、14、17、18 小
節に表れる Träumen「Träu-」fantastische の
「fan」funkeln の「fun-」、Sterne「Ste-」 に 言
葉のアクセントを置き、19 小節の glüh-endem 
Liebesblick で は -blick の「Fis」 の 音 に 向 け
てクレッシェンドし音楽的山場を作り出して
いる。20 小節後半から 24 小節にかけての Es 
redet trunken die ferne wie von künftigigem 
großen Glück! の詩行は、前半で出てきた劇的
な音楽をさらに上回る劇的な音楽が表れてお
り、trunken die Ferne（Gis-Fis-Fis-E-Dis-Cis）
と最高音の（Gis）から音型が下行していくが、
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
―テノール歌手 Peter Schreier の演奏分析を中心に―
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声の響きを落とさず、フォルテでかつ張りのあ
る声で歌唱し、23- 24 小節の großen Glück! の
「gro-」の r を強めに巻いて「o」の母音はかな
り響きを厚くして -ßen の十六分音符後はすぐ
Glück! に繋げ Glück!（幸福）を強調して歌唱さ
れる。
この曲の最後を締めくくる言葉の großen Gl-
ück!（大きな幸福）という箇所に音楽的にも言
葉の意味においても集約されており、体の支え、
子音や母音の響きに注力して伴奏部と歌唱部の
音楽のエネルギーを全て凝縮させて力強く演奏
されている。
７．Auf einer Burg（城の上にて）op.39 
No.7
第７曲は、e moll、Adagio、４分の４拍子で
あり、終始ゆるやかなテンポで演奏され、四分
音符や八分音符の単純な音程を繰り返しながら
4 声体で書かれた古風な音楽が進行している。
歌は淡々とゆるやかなテンポで朗誦しながら過
去とライン川から聞こえる婚礼の宴の現実世界
とを対比させながら歌唱表現することが求めら
れると言えよう。　
表９は４声体で書かれた特徴的な伴奏および
朗誦部分の譜面である。
1-15 小節まではゆるやかなテンポで４声体の
特徴的な伴奏に合わせて淡々と詩行がパルラン
ド唱法で語るように歌唱される。Eingeschlafen 
auf der Lauer oben ist der alte Ritter, drüben 
gehen Regenscha-uer, und der Wald rauscht 
durch das Gitter. この詩行部分は、２小節ごと
にブレスを取り、付点四分音符、四分音符、八
分音符のみで構成された単純なフレーズそれぞ
れの言葉のアクセント箇所を強調し、母音を繋
げ、音楽が途絶えないよう集中力を持って演奏
されている。９小節からは、言葉のアクセント
箇所をやや強調しながら母音を繋げて語るよう
に歌唱されている。ゆるやかなテンポであるか
らこそ、息を絶え間なく送り続け、音楽の流れ
を途絶えさせない技術を持って歌唱されてい
る。
19-21 小節は３小節の短い間奏が入り、22 小
節から詩行の３節がピアノで始まる。22-25 小
節では、Draußen の「Drau-」、friedlich の「frie-」
の箇所に言葉のアクセントを置いて歌唱され、
パルランド唱法で淡々とピアノの音色で詩を
「語るように」歌っている。30 小節から eine 
Hochzeit fährt da unten「C-C-C-C-C-C-A-A」
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―　52　― ―　53　―
の箇所は、テノールとしては、低音の「C」の
音の連続を子音と母音を繋げ、「C-A」の長６
度の跳躍箇所をやめらかに繋げて歌唱し、続く
auf dem Rhein im Sonnenscheine, の「A-D-D-D-
D-D-H-H」の「A-D」の完全５度音程が下行す
るところや、「D-H」の長６度音程が上行する
箇所はなめらかに母音を繋げてながら歌唱され
る。33 小節の Sonnenscheine の「-scheine」の
「H-H」の音程、34 小節の Musikanten の「Mu-」
の「H」の音、35 小節 munter の「C-C」の音
程箇所は、これまでのパルランド唱法で言葉を
語るように歌唱されている部分と比べ、単語一
語を特に強調して歌唱される。１節から３節ま
ではライン河の岩上にある、ある古城の情景が
歌われており、数百年の月日を経て作られる
幻想的で古風な様子や、誰も居住しなくなり
静寂が支配している様が音楽と詩で表現され
ており、30 小節からは、現実世界である城下
に流れるライン河を婚礼で楽しげに歌う楽士
たちの様子が歌われる。掘り下げた詩の解釈
と音楽的解釈が融合した深みのある演奏を聞
き取ることができる。Sonnenscheine（日光）、
Musikanten（楽士）、munter（快活）の言葉は
1-3 節と 4 節を対比させる特徴的な言葉であり、
あえてピアノで緩やかなテンポの中でも音楽的
な雰囲気を保ちながら歌唱している。その後、
und die schöne Braut, die weinet. の箇所がや
や息が混じりながらリタルダンドをかけて、ズ
モルツァンドしながら伴奏部と伴に終曲してい
る。
８．In der Fremde（異郷にて）op.39 No.8
第 8 曲は、a moll、Zart, Heimlich、４分の
２拍子であり、ピアノ伴奏は、細やかなパッセー
ジを刻みながら、同型反復の音楽と伴に感情の
変化を微妙な転調を交えながらシューマンらし
い音楽で奏でられている。軽やかで楽しげなピ
アノ伴奏とは裏腹に、歌唱部は、今は亡き人に
対する悲愴感を漂わせながら歌唱される。
表 10 は同型反復の伴奏部①（1-5 小節）の譜
面である。
表 11 は同型反復の伴奏部②（25-29 小節）の
譜面である。
耳に残る印象的な同型反復の前奏がメゾフォ
ルテで始まり、伴奏部の作り出したやや速い
速度に合わせて歌唱部の冒頭が始まる。1-5 小
節 Ich hör’die Bächlein rauschen im Walde her 
und hin, の箇所は、ピアノで歌唱されているが、
十六分音符、付点八分音符、八分音符などの細
かな音符で旋律が構成され、子音を立て、作曲
者が記した楽譜を再現するよう、音符の音価通
り言葉を入れて演奏される。「hör’」の「ö」の
箇所はウムラウトを響きのある声で艶やかに歌
唱し、「Bäch-」の特に「B」の子音は横隔膜と
息の圧力を利用してかなり強めに発音し「rau-」
の「r」の巻き舌と続く「au」の母音を明確に
発音している。Im Walde の「Wa-」部分は、「W」
を強調して発音し、hin の「n」も響きが落ち
ないように歌唱している。５小節後半から始ま
る im Walde, in dem Rauschen ich weiß nicht, 
wo ich bin. の、im Walde と ich weiß の部分は、
響きを鼻腔に集めて共鳴させながら歌唱する方
法とやや異なり、息を交えながらソットボー
チェして歌唱表現している。それらに挟まれて
いる in dem Rauschen の部分は、母音を鼻腔
に集めて息を混ぜずに歌唱されており、歌い方
の差異を聞き分けることができる。基本的な歌
唱法は、体の支えと共鳴腔へ響きを集めて歌唱
されているが、部分的に詩の解釈や歌唱表現法
のアプローチの一つとして伝統的に継承されて
きた歌唱法の上にアレンジを加えた、息を交え
るなどの独自の歌唱表現が行われている。９
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
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小節後半から始まる Die Nachtigallen schlagen 
hier in der Einsamkeit の箇所は、Nachtigallen
の「-gal-」の箇所にクレッシェンドをかけなが
ら音程が「G-E」となり、跳躍が言葉の途中で
あるにも関わらず、横隔膜の支えや跳躍前の体
の準備、そして跳躍先の音のイメージを明確に
持ちながら母音を滑らかに繋げており、高度な
技術で歌唱されている。in der Einsamkeit の
箇所も同様に「G-E」の跳躍が見られるが、全
く跳躍を感じさせない、まるで上からそっと音
を置くようにフレーズと音域をイメージし体を
コントロールして歌唱している。13 小節後半
からの als wollten sie was sagen von der alten 
schönen Zeit! の箇所は sagen 部分にフレーズ
の音楽的ストレスを置いて母音を響かせつつ
響きが繋がるようにリタルダンドをかけなが
らデクレッシェンドして滑らかにフレーズを
処理している。17 小節後半からインテンポの
指示があり、一度テンポを緩めた音楽が元の
速さに戻り Die Mondesschimmer fliegen, の詩
行が始まる。「Mon-」の母音箇所、fliegen に
ついては、「f」の子音、「-lie-」の子音と母音、
「-ge-」の子音と母音「-n」の部分のそれぞれを
全て繋げて一定の響きで巧みに発音し歌唱され
ている。19 小節後半の als säh’ ich unter mir
は、「säh’」の箇所にフレーズのストレスを置
いて Die Mondesschimmer fliegen, のフレーズ
と比べると深みのある母音の響きで歌唱されて
いる。Die Mondesschimmer のフレーズの音
程は、「E-E-A-A-H-C-C-」となり、続く als säh’ 
ich unter のフレーズの音程は、「H-H-E-E-Fis-」
となり、完全四度下に音型が下行しているが、
音域が下がっているから母音の響きをが下がっ
て聞こえておらず、歌詞と音楽を解釈し、声の
音色を変化意図的に変化させて響きを保ちな
がら歌唱していると言えよう。21 小節後半か
ら das Schloss im Tale liegen, und ist doch so 
weit von hier! の箇所は、Schloss の「Sch-」、「-ss」
の子音を立て強調し、Tale liegen を滑らかに
繋げて柔らかく歌い、und ist doch so weit von 
hier! の十六分音符、八分音符、付点十六分音符、
三十二分音符、付点八分音符、十六分音符、四
分音符の非常に細かな動きの音符が記譜されて
いる箇所は、語りに近い表現でもってパルラン
ド唱法で歌唱される。25 小節後半から 29 小節
前半にかけては、前述した 9-13 小節と同様の
音型が表れ、歌唱も跳躍箇所に注力して歌われ
る。29 小節から始まる meine Liebste auf mich 
warten,（最愛の人が私を待っているよう）の
箇所は、不安定な調性の中で歌唱されており、
「最愛の人が待っていてくれればいいのに」と
いう切望するような感情もって歌われ、次の
und ist doch lange tot（あの人がいなくなって
久しいのに）のフレーズに繋がるように響きを
保ちながら柔らかい音色で歌唱される。最後
の３回繰り返される und ist doch lange tot の
箇所は、１回目はリタルダンドを伴いながら
「tot」を柔らかい音色で歌い収め、２回目は
und ist doch lange までやや声に張りを持たせ
て「tot」でピアノに落とし、３回目も２回目
同様、und ist までは響きに張りを持たせて歌
唱され、lange からリタルダンドをかけて「tot」
を非常に丁寧にかつデクレッシェンドしながら
歌唱される。三回繰り返される同一の歌詞によ
るフレーズをそれぞれテンポや声の音色を変化
させながら歌唱表現している。
９．Wehmut（憂愁）op.39 No.9
第９曲は、E dur、Sehr langzam、４分の３
拍子であり、全体的な調性は長調であり、主和
音の伸ばしのみの前奏が入り、甘美で素朴な旋
律が特徴的である。速度は、Sehr langzam（き
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
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わめてゆるやかに）であり、歌詞は、長調で支
配された音楽的な明るさとは裏腹に、心の苦悩
を反映した内容となっている。最後の詩行とそ
の憂愁漂う音楽が印象的であると言える。（だ
けども誰も私の歌の中の深い悩みや悲しみに気
づいてくれない）という詩行に強いメッセージ
が込められている。
表 12 はチクルスの中でも特徴的な主和音の
みの前奏部分の譜面である。
１小節は、E dur の主和音をフェルマータの
付いた２分音符で奏で、調性感のみを提示して
おり、極めて飾らない前奏で曲が始まる。歌唱
部は、フェルマータで伸ばされた和音の余韻を
十分に味わいながら、伴奏と伴に絶妙なタイミ
ングで始まる。１小節後半から５小節前半まで
の Ich kann wohl manchmal singen, als ob ich 
fröhlich sei, の詩行は、ピアノで歌唱が始まり、
Ich から singen、als から sei までをそれぞれ 1
つのフレーズと捉え、クレッシェンドとデク
レッシェンドをしながら緩やかなテンポが停滞
しないよう音楽が流れるよう歌唱されている。
「kann」の言葉はやや強調され、manchmal の
「man-」の「a」の母音はピアノの音色で響き
が伸びており、巧みな息のコントロールと熟練
の技が聴き取れる。singen の箇所でフレーズ
が収まり、コラール調の清らかな音楽に沿うよ
う柔らかく甘い音色で歌唱される。続く als ob 
ich fröhlich sei の、ich の「-ch」の箇所は横隔
膜を使いしっかり子音を立て「frölich」の「Cis」
の音に上るための準備を行い、「frö-」のフレー
ズの音楽的山場に向けて息を停滞させず流し、
声の響きを保ちながら sei でデクレッシェンド
をかけて静かに歌い収めている。これらのフ
レーズに見られるような、それぞれの言葉の母
音、子音をピアノの音色で表現し、フレーズの
頂点に向けてクレッシェンドし、下行する所で
自然にデクレッシェンドをかけて音楽を収める
表現は、この曲全体を通して顕著に見られる。
５小節後半から９小節前半にかけては、1-5 小
節と同じような歌い方がなされる。９小節後
半から 13 小節にかけての詩行である Es lassen 
Nachtigallen, spielt draußen Frühlingsluft, は、
lassen の「a」と「ss」の部分は特に短母音の「a」
と無声音の「ss」を繋げながら音楽の流れに沿
うよう歌われている。draußen の「drau-」と
「-ßen」の八分音符を目立たせ、Frühlingsluft
で滑らかに歌い収めている。13 小節後半か
ら の der Sehnsucht Lied erschallen aus ihres 
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Kerkers Gruft. の詩行では、短い小節間であ
るが転調しており、曲中最高音である「E」の
音が「Lied」の言葉の箇所に見られる。Der 
Sehnsucht「G」の音程から Lied「E」の音ま
でクレッシェンドをかけ長６度、音程が跳躍し
て歌唱されるが、跳躍を感じさせない自然な
フレーズの処理がなされている。aus の前で一
度ブレスを取り ihres からリタルダンドをかけ
Kerkers の「Ker-」の箇所にアクセントをつけ、
Gruft で歌い収めている。17 小節後半 21 小節
前半までの Da lauschen alle Herzen, und Alles 
ist erfreut, は、５小節後半から９小節前半と同
一の音型が表れており、Alles ist にかけての上
行音型箇所に音楽的な頂点を置いて歌唱されて
いる。Da laushen 部分など、フレーズの始ま
りの部分は Da の「a」の母音を柔らかく響か
せながら laushen の「la-」の部分に繋げており、
言葉の母音を巧みに繋げていくことで音楽の
フレーズを作り出していると言える。21 小節
後半から 25 小節にかけての doch Keiner fühlt 
die Schmerzen, im Lied das tiefe Leid.（だけ
ども誰も私の歌の中の深い悩みや悲しみに気づ
いてくれない）の部分は、この曲の中で最も強
いメッセージを伝えている詩行である。そして、
歌唱は、メッセージを強調して伝えるのではな
く、ピアノの音色で静かに淡々とリタルダンド
を伴いながら密やかにソットボーチェしながら
歌唱され終曲している。歌唱の際は、緩やかで
コラール調の清らかな音楽を決して崩すことな
く、詩の解釈と音楽解釈からにじみ出る言葉の
伝え方が重要なカギを握っている。
10．Zweilicht（たそがれ）op.39 No.10 
第 10 曲 e moll Langzam ４分の４拍子であ
り、主調になかなか解決しない不安定な調性
が夕暮れ時の不安を表現している。歌唱部は、
Langzam（ゆるやか）なテンポで同型の旋律
を反復しパルランド唱法で歌われる。曲の最後
は、チクルスの中で唯一、レチタティーボによっ
て終曲しており、特徴的な部分である。
表 13 はレチタティーボを用いた歌唱部の譜
面である。
主音に定まらない和音が鬱屈とした夕暮れ
時を表し７小節間の前奏を経て８小節から歌
唱部が始まる。ピアノで Dämm’rung will die 
Flügel spreiten と 歌 い 出 し、Dämm’rung の
-m’r- の箇所は「m」の無声音の響きを保ちな
がら「r」に繋げて巻き舌で発音され、will die
の部分は die の前にある「l」を繋げて音楽の
流れを途絶えさせないように歌唱されている。
Flügel spreiten は、「Flü-」の「D」の音にフレー
ズの頂点をもってきて、次ぐ九 spreiten の「s」
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―テノール歌手 Peter Schreier の演奏分析を中心に―
表 13
―　58　―
聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 15 （2017）
―　59　―
の子音や「-rei-」の部分を強調して歌唱され
る。10 小節から 13 小節は、schaurig rühren 
sich die Bäume, Wolken zieh’n wie schwere 
Träume の詩行が歌われ、２小節単位を歌唱部
の音楽のフレーズと捉え、ピアノ伴奏部の旋
律に沿うように歌唱されている。schaurig の
「sch-」の子音を強調し、Bäume の「Bäu-」は
まろやかな響きの中でやや強調しており、フ
レーズの流れや音楽の世界感を壊さぬように
絶妙にコントロールして歌唱されている。13
小節目には schwere Träume の箇所でリタル
ダンドし、続く 14 小節の朗誦部分に入る前
に一旦、音楽を落ち着かせている。14 小節か
ら朗誦部が２小節あり、ピアニッシモの音楽
でメッツァボーチェしながらパルランド唱法
で was will dieses Grau’n bedeuten?（この恐
ろしさは何を意味するのだろうか）の詩行が
語りかけるように歌われている。16 小節から
インテンポになり、２小節単位から成る音楽
のフレーズが見られ、それに合わせて歌唱部
と伴奏部の旋律と和音が絡み合いながら絶妙
に演奏される。22-23 小節に 14-15 小節と同様
の朗誦箇所が表れ、Stimmen hin und wieder 
wandern の詩行がパルランド唱法で歌唱され
る。24 小節からインテンポで音楽の速度が戻
り、Hast du einen Freund hienieden では、「ei-」
や「Fre-」の箇所にアクセントが置かれピアノ
の音楽ではあるが、それぞれ言葉のアクセント
やフレーズの頂点箇所を強調しながら演奏さ
れる。26 小節からの trau’ ihm nicht zu dieser 
Stunde, freundlich wohl mit Aug’ und Munde
の詩行では、trau’ の「tra-」の子音を強調し、
nicht は全体的に強調し、dieser のシンコペー
ションのリズムは、「die-」の箇所に音楽的ス
トレスを置いて曲中最高音となる音楽の山場を
クレッシェンドしながら歌唱している。Aug’ 
und Munde の Aug’ と Munde は、それぞれの
言葉を同程度の強さで歌い、言葉全体を強調し
て歌唱されている。32 のピアノ伴奏部が不安
げな音楽を奏で、33 小節から歌唱部が入るが、
伴奏型が八分音符を連打する音型が表れてお
り、これまでの揺蕩うような音楽から一変して
重々しい音楽が表れている。歌唱部はピアノで
Was heut’ gehetmüde unter, hebt sich Morgen 
neugeboren, Manches geht in Nacht verloren, 
と歌われ、伴奏部と伴に２小節単位の音楽のフ
レーズをクレッシェンドとデクレッシェンドを
しながら、寄せては返す波の如く抑揚をつけな
がら歌唱される。39 小節からの hüte dich, sei 
wach und munter! の詩行は、この曲中最も特
徴的な個所で、レチタティーボの形式で演奏さ
れる。リーダークライス op.39 のチクルスの全
曲を通しても朗誦して歌唱される部分は他にも
散見されるが、伴奏型も完全にレチタティー
ボの型を形成する箇所は 39-41 小節のみであ
る。歌唱の方法は、楽譜に記された音価を忠実
に再現し、ドイツ語の hüte dich, sei wach und 
munter!（気を付けるのだ、目を覚ましていな
さい）の詩行をゆっくり語り終曲している。伴
奏部に時折表れる八分音符の和音が合いの手の
役割を果たし、歌唱部と合わさることで音楽が
引き締められている。
11．Im Walde（森にて）op.39 No.11
第 11 曲 は、A dur、Ziemlich lebendig 8 分
の６拍子であり、前半部は舞曲風の伴奏が特徴
的で、婚礼の一行の幸せそうな描写や狩猟の楽
しさが音楽的に表現される。後半部に入ると、
一変して不安や恐れを語り、時折ゆるやかにな
るテンポが音楽的な特徴として表れている。前
半部分は、楽しかった出来事の回想部であり、
後半部は、不安や恐れを表した現実部分と言え、
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その対比が長調や短調の移調を交えながら、詩
の内容に相互するような音楽構成が取られてい
る。
表 14 は狩猟の楽しさや婚礼の一行の幸せそ
うな様子を表した舞曲風の音楽部分の譜面であ
る。
表 15 は不安や恐れを表した後半部の音楽の
譜面である。
シンコペーションを伴った舞曲風の前奏から
始まり、２小節後半から歌唱部の Es zog eine 
Hochzeit den Berg entlang の詩行がリズムに
のりメゾフォルテで快活に歌い出し３小節後半
部からややリタルダンドをかけて歌われ、５小
節の伴奏部ですぐにインテンポに戻して演奏さ
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
―テノール歌手 Peter Schreier の演奏分析を中心に―
表 14
表 15
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れており、テンポの緩急に注力して演奏する必
要がある。また、この曲は、音楽のフレーズ一
つ一つにリタルダンドとインテンポを繰り返
し、シンコペーションを伴う舞曲風のリズムが
つけられており、そこにアイヒェンドルフの詩
が加わる形で歌曲全体が構成される特徴が見ら
れる。8-10 小節の ich hörte die Vögel schlagen
の詩行は、９小節後半からリタルダンドがか
けられ、11 小節からインテンポに戻され、フ
レーズの処理や伴奏部の音楽構成は、2-4 小節
に酷似している。12 小節からスフォルツァン
ドやフォルテが伴奏部に表れ、これまでのピ
アノの音楽からフォルテに曲調が変化してい
る。13 小節後半から歌唱部が始まるが、フォ
ルテの強弱記号の指示通り歌唱部も伴奏部も強
く演奏されている。da blitzten viel Reiter, das 
Waldhorn klang, das war ein lustiges Jagen!
（多くの騎士が電光の如く疾走し、角笛が聞
こえ、楽しい狩りであった）の部分は、ドイ
ツ語の詩の内容を描写するかの如くそれぞれ
の言葉の語気を強めて歌唱されており、アイ
ヒェンドルフの詩の世界を歌唱部と伴奏部に
よって表現している。23 小節から表れる Und 
eh’ ich’s gedacht, war alles verhallt. Die Nacht 
bedecked die Runde（そして、私が思うよりも
それは早く消えてしまった。夜が周りをおおう）
の詩行箇所は、歌唱部の音程がこれまでと比べ
て低くなり「Cis-Fis-Fis-Fis-Fis-Ais-Gis-Fis-Fis-
Fis」、13-19 小節に表れたフォルテの音楽とは対
象的にピアニッシモしてメッツァボーチェしな
がら歌唱される。33 小節から 50 小節に向けて、
夜になった森のざわめきにおびえる様子が歌わ
れる。nur von den Bergen noch rauschet der 
Wald の詩行は、ピアノで歌い出し、Bergen
にかけてクレッシェンドし、Wald の部分は、
クレッシェンドとスラーをかけ言葉のまとまり
が途切れないような音楽表現がなされている。
37 小節から 50 小節にかけ und mich schauert’s 
im Herzensgrunde の詩行が２度繰り返される。
初回は、ピアノで「-gru-」の「D」の音を頂点
として徐々にデクレッシェンドし、２度目は、
「schau-」の付点二分音符の部分をピアニッシ
モの音楽でありながら子音を立て言葉を強調し
て演奏している。子音と母音の響きを保ち、絶
妙なバランスで伴奏部と歌唱部が一体となった
歌唱表現がなされている。
12．Frühlingsnacht（春の夜）op.39 No.12
第 12 曲は、Fis dur、Ziemlich rasch、４分
の２拍子であり、この曲集の最後にふさわしい
集大成の曲である。春の夜に待ちわびた愛が花
咲く喜びや幸福に歓喜する様子が春の夜に駆け
抜ける春風の如く劇的に表現されている。伴奏
部も三連符を多用し、小刻みに Ziemlich rasch
（とても速く）のテンポで高鳴る胸の鼓動をエ
ネルギッシュな音楽と伴にこの曲中最も高揚
感を伴いながら演奏される。歌唱部の旋律は、
ロマン派を代表するシューマンらしいロマン
ティックなもので、歌唱部の最後、つまりこの
曲集の最後の歌詞は、Nachtigallen schagen’s 
“Sie ist deine, sie ist dein!”（ナイチンゲールは
言う、彼女は君のものだ　君のものだ）であり、
恋の成就を期待させて全 12 曲を締めくくって
いる。
表 16 は幸福に満ちあふれた情景を表現する
音型の譜面である。
伴奏部が湧き上がる恋への想いをクレッシェ
ンドしながら特徴的な３連符の連打を奏で歌唱
部に受け渡す。1-9 小節では、Über’m Garten 
durch die Lüfte hört’ ich Wandervögel zieh’n, das 
bedeutet Frülingsdüfte, unten fängt’s schon an 
zu blüh’n. の詩行が歌われ、詩の内容はアイ
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ヒェンドルフらしく自然をモティーフにして
恋の季節である春を表している。歌唱部は伴
奏部の十六分音符の音楽が作り出す、躍動す
るリズムに乗りながら、Über’m Garten durch 
die Lüfte や ich Wandervögel zieh’n, などの音
楽のフレーズを明確に捉えてながら演奏され
ている。また、言葉のアクセントについては、
Über’m の「Ü」、 Garten の「Ga-」、Lüfte の
「Lü-」の部分にアクセントを置いている。3-4
小 節 の Wandervögel zieh’n「Eis-Gisis-His-Dis-
Cis」の音程箇所は、テンポも速くそれに伴い
パッセージもスピード感のある上行音型が表れ
るが、Wan- から zieh’n まで上から下に音を置
いていくように軽やかに歌われる。これは、体
の支え、伴奏部とのタイミング、ドイツ語の発
音など様々な要素が絶妙に絡み合った歌唱表現
の一つであろう。das bedeutet Frülingsdüfte
の部分は、「-deu-」、「Frü-、-düf-」の部分を強
調し、伴奏と伴に流れる音楽にのせて歌唱さ
れる。８小節からの unten fängt’s schon an zu 
blüh’n の箇所は、unten からリタルダンドをか
け、schon an zu のスタッカートを強調し、「blü-」
の「ü」をインテンポにしながら甘く歌唱される。
10 小節から Jauchzen möcht’ich, möchte weine,
の詩行は、（喜びの声を上げたい、泣きたい）
と歌われ、第 12 曲の中でも特に人間の感情を
強く表している箇所と言える。やや急き込み
大袈裟になりすぎない程度の表現を用いて語
りを歌にしている。13-17 小節の Alte Wunder 
wieder scheinen mit dem Mondesglanz herein.
の部分は、Alte の「H」の音から４小節間かけ
て Mondesglanz の -granz の「Fis」 の 音 ま で
音楽がゆるやかに上行しクレッシェンドをかけ
てエネルギッシュに演奏される。特に -granz
の「Fis」の音は、「a」の母音をテノールらし
くブリランテに歌唱し説得力のある演奏がなさ
れている。言葉の意味も Mondesglanz（月の
輝き）であり、輝いた音色でこの言葉を表現
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究
―テノール歌手 Peter Schreier の演奏分析を中心に―
表 16
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している。つまり、音楽と言葉と音色には密
接な関係があると言えるのである。18 小節か
ら Und der Mond, die Sterne sagen’s, und im 
Traume rauscht’s der Hain の箇所は、1-5 小節
と同様の旋律が表れるが、こちらの方がやや強
く歌われ、高揚する気持ちを言葉のアクセント
の強さや子音の出し方や母音の響かせ方で表現
している。21-22 小節の rauscht’s der Hain の
部分は、4-5 小節の Wandervögel zieh’n のパッ
セージと同様にやや強めにクレッシェンドしな
がら、上行音型の旋律を軽やかに階段を駆け上
るように歌唱されている。22-26 小節は、und 
die Nachtigallen schlagen’s: “Sie ist Deine, sie 
ist Dein!”（小夜啼鳥がささやく、彼女は君のも
のだ、君のものだ）と歌われ、恋愛成就への希
望や陶酔する様子が窺い知れる。伴奏の音楽も
厚みのある和音をフォルテで演奏し、高鳴る気
持ちの高揚感や曲のクライマックスに相応しい
劇的な音楽表現が見られる。Sieの「s」の子音は、
腹筋を使い横隔膜を支え、息に圧力をかけて
特に強調して発音され、Deine の「Dei-、-ne-」
箇所はしっかりとアクセントをつけフォルテで
歌われる。最後の Sie ist Dein の部分は、言葉
の一語一語にアクセントをつけ、伴奏部にも記
譜されているスタッカートを意識して明確に発
音され決然と歌われる。6 小節の後奏は徐々に
穏やかになり、最後はピアノで穏やかに主和音
が鳴らされ、このチクルスは終了する。
Ⅴ．おわりに
ロマン派を代表するローベルト・シューマン
作曲の『リーダークライス op.39』全 12 曲は、
それぞれ詩の内容、リズム、歌唱部の旋律、伴
奏部、音楽的スケール、歌唱表現の在り方など
に多様性があり、特筆すべきは詩と音楽が完全
に融合している点にある。ドイツ歌曲の様式美
の特徴である、詩と音楽が一体となった要素を
持ち合わせた歌曲集『リーダークライス op.39』
は、ロマン派の円熟期にあたる時期に創出され
た名作であることが再認識された。
また、歌唱表現法の演奏分析を行う上で、今
回は、世界的テノール歌手である、ペーター・
シュライアーの演奏を参考にしたが、シューマ
ンの情感豊かなロマン的な世界を詩と音楽と融
合させ、高い技術と深い詩の解釈を持ち、テノー
ル特有の高音の響きの輝きの美しさと、なんと
いっても作曲者の意図した音楽、つまり楽譜に
忠実で誠実な演奏を行っていた。加えて、ただ
正確にダイナミクスや音価を守り丁寧に演奏す
るということではなく、ドイツ歌曲の演奏に
切っても切り離せない「詩の解釈」が細部にわ
たるまで行われており、それは、音楽表現とし
て如実に表れていた。演奏分析を通して、高音
や速いパッセージを歌えるようになる単なる技
術面の修得だけではなく、楽譜を分析し、歌詞
の意味や解釈をし、伴奏と伴に一つの作品とし
て作り上げられているというプロセスが必要不
可欠であることが再認識され、演奏を通して感
じ取ることができた。そして、今回は作曲者が
残した楽譜と演奏を照らし合わせながら分析を
行い、その中でこのチクルスの全曲に対して音
楽的に特徴的な部分や演奏者が表現する中で特
徴的であると思われる箇所を譜例として抜粋す
ることで、文字だけではなく視覚的に分析を深
化することができたことは、非常に大きな成果
となった。
本研究では、ドイツ歌曲の名でもロマン派の
円熟期にあたる 1840 年「歌の年」にシューマ
ンが作曲した『リーダークライス op.39』全 12
曲全ての分析を行い歌唱表現法の在り方につい
て研究してきたが、「音楽と詩の密接な関連性」、
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「朗誦的な歌唱法」、などの点を踏まえ伝統的な
歌唱法を継承しつつ作品を演奏していることが
シュライアーの演奏分析を通して明らかとなっ
た。
最後に、今回の芸術歌曲の研究を行うことで
得られた新たな知見や音楽に対するアプローチ
の結果は、歌唱指導や器楽指導の音楽教育面に
大きく反映できることが再認識されたため、教
育の中で還元していきたい。
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